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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直流の電源電圧を昇圧回路で昇圧し、その出力電圧により有機ＥＬディスプレイを駆動
して画像データを表示するにあたり、
　前記自発光ディスプレイに表示する画像データの輝度平均値を予め演算する輝度情報演
算工程と、
　前記輝度情報演算工程による演算結果に基づいて、前記輝度平均値が所定値以上の場合
には、前記昇圧回路の出力電圧を最大設定電圧とし、前記輝度平均値が所定値未満の場合
には、前記昇圧回路の出力電圧を低下させて前記画像データを表示する表示制御工程と、
　を有し、
　前記所定値は、同じ消費電流であれば、前記昇圧回路の出力電圧の低下に伴って当該昇
圧回路の電源効率が改善される値であることを特徴とする有機ＥＬディスプレイの画像表
示方法。
【請求項２】
　直流の電源電圧を昇圧回路で昇圧し、その出力電圧により有機ＥＬディスプレイを駆動
して画像データを表示する画像表示装置において、
　前記有機ＥＬディスプレイに表示する画像データの輝度平均値を予め演算する輝度情報
演算手段と、
　前記輝度情報演算手段による演算結果に基づいて、前記輝度平均値が所定値以上の場合
には、前記昇圧回路の出力電圧を最大設定電圧とし、前記輝度平均値が所定値未満の場合
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には、前記昇圧回路の出力電圧を低下させて前記画像データを表示する表示制御手段と、
　を有し、
　前記所定値は、同じ消費電流であれば、前記昇圧回路の出力電圧の低下に伴って当該昇
圧回路の電源効率が改善される値であることを特徴とする画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機ＥＬディスプレイの画像表示方法および画像表示装置、特に、バッテリ
を電源とする携帯端末などに適用するに好適な画像表示方法および画像表示装置に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話等の携帯端末として、電子メール機能、ウェブ閲覧機能、ゲーム機能、
撮影機能、画像再生機能、テレビ放送受信機能等の画像表示を伴う機能を搭載したものが
普及している。
【０００３】
　このような携帯端末では、画像を表示するディスプレイとして、一般に液晶ディスプレ
イが搭載されているが、最近では自発光型の有機ＥＬ素子をマトリックス状に配列してな
る有機ＥＬディスプレイを搭載したものが提案されている。
【０００４】
　この有機ＥＬディスプレイは、有機ＥＬ素子単体で緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）、赤色（Ｒ
）等の単色に発光させることができることから、異なる色を発光する有機ＥＬ素子を組み
合わせることで、高輝度、広視野角のマルチカラーディスプレイを構成することができ、
また、液晶ディスプレイのようなバックライトを必要としないことから、これを搭載する
携帯端末の薄型化および省電力化が図れる利点がある。
【０００５】
　しかし、有機ＥＬディスプレイを携帯端末に搭載する場合、携帯端末に装填されるリチ
ウム・イオン電池等の１セルのバッテリ電圧では、有機ＥＬディスプレイを駆動できない
ため、バッテリ電圧を昇圧する昇圧回路が必要となり、その分、消費電力が増加してバッ
テリの使用時間が短くなる。
【０００６】
　一方、有機ＥＬディスプレイは、発光輝度の高い有機ＥＬ素子程、電力を多く消費する
ことから、全画素に占める輝度値の高い画素の割合が高ければ高い程、電力消費が大きく
なる。
【０００７】
　したがって、有機ＥＬディスプレイを搭載する携帯端末の更なる省電力化を図り、バッ
テリの使用時間を長くするためには、有機ＥＬディスプレイの消費電力を少なくするのが
最も効果的である。
【０００８】
　その一つの方法として、例えば、表示情報における背景の平均輝度が文字の平均輝度よ
りも小さくなるように、例えば表示情報における文字を白色に、該文字の背景を黒色に補
正するようにしたものが知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００９】
　また、他の方法として、各有機ＥＬ素子を、輝度調整スイッチを介して電源部に接続し
、映像信号に同期して輝度調整スイッチのデューティサイクルを変更することにより、階
調制御に関係なく輝度を調整するようにしたものも知られている（例えば、特許文献２参
照）。
【００１０】
【特許文献１】特開２００２－１９９０７８号公報
【特許文献２】特開２００３－１０８０７３号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　上記特許文献１に開示の方法によると、全画素に占める輝度値の高い画素の割合を低く
できるので、有機ＥＬディスプレイ全体としての電力消費を低下させることができる。
【００１２】
　しかしながら、携帯端末に搭載されている昇圧回路は、一般にスイッチング・レギュレ
ータであるＤＣ－ＤＣコンバータで構成されており、その電源効率は、例えば図９に示す
ような特性を有している。
【００１３】
　すなわち、図９から明らかなように、ＤＣ－ＤＣコンバータからなる昇圧回路では、負
荷の消費電流が同じ場合には、入出力電圧差が少ないほど電源効率は良くなる。したがっ
て、出力電圧が低下することにより消費電流が増えた場合でも電源効率が改善され、回路
全体の消費電力が低下することになる。なお、図９は、入力電圧を３．３Ｖと一定とした
場合の出力電圧および消費電流による電源効率特性を示している。
【００１４】
　このため、特許文献１に開示の方法では、昇圧回路の出力電圧を一定とすると、有機Ｅ
Ｌディスプレイ全体としての電力消費は低下するが、昇圧回路の電源効率が低下して、結
果としてバッテリ端では、十分な省電力効果が期待できない場合がある。
【００１５】
　また、上記特許文献２に開示の方法では、各有機ＥＬ素子に対し、電源部に接続した輝
度調整スイッチを映像信号に同期してオン・オフしてデューティサイクルを変更すること
により輝度を調整しているので、各有機ＥＬ素子の電源オン期間の消費電力を削減するこ
とができる。
【００１６】
　しかし、この場合、オン期間は各有機ＥＬ素子に対して、最大長の期間に亘って電圧を
印加する必要があるため、昇圧回路の出力側では電流値が変化することになる。このため
、上記の特許文献１の場合と同様に、昇圧回路の電源効率が低下して、結果としてバッテ
リ端では、十分な省電力効果が期待できない場合がある。
【００１７】
　なお、上述した省電力化の課題は、特にバッテリを電源として用いる場合に重大となる
が、商用電源を整流する直流電源を用い、その出力電圧を昇圧回路で昇圧して有機ＥＬデ
ィスプレイを駆動する場合にも同様に重要である。
【００１８】
　したがって、かかる事情に鑑みてなされた本発明の目的は、昇圧回路を含む全体の消費
電力を効果的に削減できる有機ＥＬディスプレイの画像表示方法および画像表示装置を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　上記目的を達成する請求項１に係る有機ＥＬディスプレイの画像表示方法の発明は、直
流の電源電圧を昇圧回路で昇圧し、その出力電圧により有機ＥＬディスプレイを駆動して
画像データを表示するにあたり、
　前記自発光ディスプレイに表示する画像データの輝度平均値を予め演算する輝度情報演
算工程と、
　前記輝度情報演算工程による演算結果に基づいて、前記輝度平均値が所定値以上の場合
には、前記昇圧回路の出力電圧を最大設定電圧とし、前記輝度平均値が所定値未満の場合
には、前記昇圧回路の出力電圧を低下させて前記画像データを表示する表示制御工程と、
　を有し、
　前記所定値は、同じ消費電流であれば、前記昇圧回路の出力電圧の低下に伴って当該昇
圧回路の電源効率が改善される値であることを特徴とするものである。
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【００２７】
　さらに、上記目的を達成する請求項２に係る発明は、直流の電源電圧を昇圧回路で昇圧
し、その出力電圧により有機ＥＬディスプレイを駆動して画像データを表示する画像表示
装置において、
　前記有機ＥＬディスプレイに表示する画像データの輝度平均値を予め演算する輝度情報
演算手段と、
　前記輝度情報演算手段による演算結果に基づいて、前記輝度平均値が所定値以上の場合
には、前記昇圧回路の出力電圧を最大設定電圧とし、前記輝度平均値が所定値未満の場合
には、前記昇圧回路の出力電圧を低下させて前記画像データを表示する表示制御手段と、
　を有し、
　前記所定値は、同じ消費電流であれば、前記昇圧回路の出力電圧の低下に伴って当該昇
圧回路の電源効率が改善される値であることを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００３５】
　本発明によれば、有機ＥＬディスプレイに表示する画像データの輝度情報を予め演算し
、その演算結果に基づいて有機ＥＬディスプレイを駆動する昇圧回路の出力電圧を制御し
て画像データを表示するようにしたので、昇圧回路を含む全体の消費電力を効果的に削減
することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３６】
　以下、本発明の実施の形態について、図を参照して説明する。
【００３７】
　（第１実施の形態）
　図１は、本発明の第１実施の形態に係る画像表示装置の概略構成を示すブロック図であ
る。
【００３８】
　この画像表示装置は、携帯電話やＰＤＡ等の携帯端末に搭載されるもので、リチウム・
イオン電池等のバッテリ１１を電源として、そのバッテリ１１の電源電圧をスイッチング
・レギュレータであるＤＣ－ＤＣコンバータを有する昇圧回路１２で昇圧し、その出力電
圧により有機ＥＬ素子をマトリックス状に多数配列してなる自発光ディスプレイである有
機ＥＬディスプレイ１３を駆動して画像データを表示するものである。なお、図示しない
が、有機ＥＬディスプレイ１３は駆動回路を有している。
【００３９】
　画像データは、ＣＰＵ１４を経て信号処理部１５に供給し、ここで所要の信号処理を行
って有機ＥＬディスプレイ１３供給する。
【００４０】
　本実施の形態では、信号処理部１５により、有機ＥＬディスプレイ１３に対して順次の
フレームの画像データの表示タイミングに同期して昇圧回路１２の出力電圧をオン・オフ
して印加するとともに、その電圧印加タイミング信号または垂直同期信号をＣＰＵ１４に
供給する。
【００４１】
　また、ＣＰＵ１４では、入力画像データの輝度情報をフレーム単位で順次演算し、その
フレームの表示タイミングに同期して、当該フレームにおける輝度情報の演算結果に基づ
いて昇圧回路１２に電圧制御信号を送出してその出力電圧を制御する。なお、このＣＰＵ
１４からの電圧制御信号による昇圧回路１２の出力電圧制御は、信号処理部１５からの電
圧印加タイミング信号による有機ＥＬディスプレイ１３への電圧印加のオフ期間または垂
直同期信号に同期して実行する。
【００４２】
　このため、本実施の形態では、ＣＰＵ１４に輝度情報演算手段１６およびＲＡＭ１７を
設け、信号処理部１５には１フレーム分のフレームバッファ１８を設けて、輝度情報演算
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手段１６において入力画像データの輝度情報をフレーム単位で順次演算し、その輝度情報
が演算されたフレームの画像データをフレームバッファ１８に一旦格納してから、有機Ｅ
Ｌディスプレイ１３に表示する。
【００４３】
　また、ＲＡＭ１７には、輝度情報と設定電圧との対応関係を示す設定電圧テーブルを格
納し、このＲＡＭ１７から輝度情報の演算結果に対応する設定電圧を読み出して、当該フ
レームの表示タイミングに同期して、昇圧回路１２の出力電圧をＲＡＭ１７から読み出し
た設定電圧となるように、ＣＰＵ１４からの電圧制御信号により制御する。したがって、
本実施の形態では、ＣＰＵ１４および信号処理部１５を含んで表示制御手段を構成してい
る。
【００４４】
　ここで、有機ＥＬディスプレイ１３は、例えば図２に示すような印加電圧に対する輝度
変化特性を有している。すなわち、明るさを最大輝度（ＲＧＢ１００％）に設定した場合
に印加電圧を最低電圧（ここでは、１１Ｖ）にすると、そのときの明るさ（輝度）は、明
るさを４０％輝度（ＲＧＢ４０％）に設定した場合に印加電圧を最大設定値（ここでは、
１７Ｖ）にしたときの明るさとほぼ同じになる。したがって、輝度が４０％台以降は印加
電圧を低下させて、輝度を調節しても殆ど違和感が生じないことになる。
【００４５】
　そこで、本実施の形態では、ＣＰＵ１４の輝度情報演算手段１６において、輝度情報と
してフレーム単位で画像データの輝度平均値を演算する。また、ＲＡＭ１７には、例えば
図３に示すような輝度平均値に対する設定電圧テーブルを格納して、輝度情報演算手段１
６で演算された輝度平均値に対応する設定電圧となるように、昇圧回路１２の出力電圧を
制御する。
【００４６】
　すなわち、本実施の形態では、輝度平均値の閾値を５０％に設定して、輝度情報演算手
段１６で演算された輝度平均値が５０％以上の場合には、昇圧回路１２の出力電圧を最大
設定電圧（例えば、１７Ｖ）とし、輝度平均値が５０％未満の場合には、１０％毎に出力
電圧を１Ｖずつ低下させる。勿論、この出力電圧制御は、上述したように、ＣＰＵ１４か
らの電圧制御信号によって、対応するフレームの表示タイミングに同期して実行する。
【００４７】
　図４は、本実施の形態に係る画像表示装置の動作を示すフローチャートであり、１フレ
ームの画像データに対する順次の処理を示している。
【００４８】
　ここでは、先ず、ＣＰＵ１４の輝度情報演算手段１６において、表示する画像データを
取得したら（ステップＳ４１）、画像中の画素毎の輝度レベルを算出して（ステップＳ４
２）、輝度８０％以上の画素が全画素数に対し５０％あるか否かを判定し（ステップＳ４
３）、５０％以下の場合に、画像データから輝度平均値を算出して（ステップＳ４４）、
その算出した輝度平均値に対応する設定電圧をＲＡＭ１７に格納されている設定電圧テー
ブルから読み出す（ステップＳ４５）。
【００４９】
　その後、輝度平均値を算出した画像データは、信号処理部１５のフレームバッファ１８
に転送し（ステップＳ４６）、その画像データの表示タイミングに同期して、昇圧回路１
２の出力電圧をＣＰＵ１４によりステップＳ４５において読み出した設定電圧に制御して
（ステップＳ４７）、当該画像データを有機ＥＬディスプレイ１３に画面表示する（ステ
ップＳ４８）。
【００５０】
　一方、ステップＳ４３において、輝度８０％以上の画素が全画素数に対し５０％を超え
る明るい場合には、頻繁に印加電圧を可変して輝度を調整すると画面がちらついて好まし
くないので、この場合には、ちらつき防止のために昇圧回路１２の出力電圧を最大設定電
圧（この例では、１７Ｖ）に設定するようにして（ステップＳ４９）、ステップＳ４６に
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移行する。
【００５１】
　図５は、本実施の形態における画像表示装置の動作を示すタイミングチャートである。
ここでは、ＣＰＵ１４にフレーム単位で順次供給される入力画像データ、信号処理部１５
からＣＰＵ１４に供給される有機ＥＬディスプレイ１３に対する電圧印加タイミング信号
および垂直同期信号、ＣＰＵ１４からの電圧制御信号による昇圧回路１２の出力電圧設定
変更タイミング、有機ＥＬディスプレイ１３における表示画像データを示している。
【００５２】
　図５において、ＣＰＵ１４に順次供給されるフレーム単位の画像データのうち、画像デ
ータＡに着目すると、先ず、ＣＰＵ１４において輝度平均値が演算されて、昇圧回路１２
の出力電圧の設定値が求められた後、信号処理部１５のフレームバッファ１８を経由して
、２フレーム後に有機ＥＬディスプレイ１３に表示される。
【００５３】
　また、ＣＰＵ１４では、画像データＡについて求めた電圧設定値の電圧制御信号を、２
フレーム後における有機ＥＬディスプレイ１３の電圧印加タイミング信号のオフ期間に昇
圧回路１２に出力することで、画像データＡに対して適切な電圧設定が可能となる。
【００５４】
　本実施の形態によれば、入力画像データの輝度平均値をフレーム単位で順次演算し、そ
の輝度平均値が５０％未満のときは、その輝度平均値に応じて当該フレームの表示タイミ
ングに同期して、昇圧回路１２の出力電圧を低下させるようにしたので、出力電圧低下と
それに伴う消費電流の増加によって、図９において説明したように、昇圧回路１２の電源
効率を改善でき、回路全体を含むバッテリ端での消費電力を削減することができ、バッテ
リ１１の長時間使用が可能となる。
【００５５】
　しかも、昇圧回路１２の出力電圧の設定変更は、有機ＥＬディスプレイ１３が発光して
いない電圧印加のオフ期間に行うようにするとともに、輝度平均値が５０％以上の画面が
明るい場合には、出力電圧を最大設定電圧に固定するようにしたので、表示画面にちらつ
きが生じることもない。
【００５６】
　また、このように有機ＥＬディスプレイ１３への印加電圧を低下させるように制御する
ことで、有機ＥＬディスプレイ１３自体の長寿命化も期待できる。
【００５７】
（第２実施の形態）
　図６は、本発明の第２実施の形態に係る画像表示装置の概略構成を示すブロック図であ
る。
【００５８】
　本実施の形態は、第１実施の形態において、動画データを保存する記憶手段２１を設け
て、この記憶手段２１に保存されている動画データをＣＰＵ１４で選択可能に構成すると
ともに、その選択された動画データの表示に先立って、輝度情報演算手段１６により、動
画データの全データから輝度平均値を演算し、その演算結果に基づいて昇圧回路１２の出
力電圧を制御するとともに、信号処理部１５における画像データの設定画質を制御し、そ
の後、選択された動画データを有機ＥＬディスプレイ１３に供給して動画を表示するよう
にしたものである。なお、本実施の形態の場合には、信号処理部１５のフレームバッファ
１８は省略することもできる。
【００５９】
　このため、本実施の形態では、ＣＰＵ１４のＲＡＭ１７に、例えば図７に示すような輝
度平均値に対する設定電圧および画質設定テーブルを格納して、輝度情報演算手段１６で
演算された輝度平均値に対応する設定電圧となるように、電圧制御信号により昇圧回路１
２の出力電圧を制御するとともに、対応する画質設定値を信号処理部１５に出力して設定
画質を制御する。
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【００６０】
　すなわち、本実施の形態では、輝度平均値の閾値を５０％に設定して、輝度情報演算手
段１６で演算された輝度平均値が５０％以上の場合には、昇圧回路１２の出力電圧を最大
設定電圧（例えば、１７Ｖ）とし、輝度平均値が５０％未満の場合には、１０％毎に出力
電圧を１Ｖずつ低下させるとともに、元画像に対する画質設定値を輝度値について５％ず
つ上げるようにする。
【００６１】
　図８は、本実施の形態による画像表示装置の動作を示すフローチャートである。
【００６２】
　先ず、記憶手段２１に保存されている動画データが選択されたら（ステップＳ８１）、
その選択された動画データの全データから輝度平均値を算出する（ステップＳ８２）。次
に、算出した輝度平均値に対応する設定電圧および画質設定値をＲＡＭ１７から読み出し
て（ステップＳ８３）、昇圧回路１２の出力電圧を読み出した設定電圧に設定するととも
に、信号処理部１５における設定画質を読み出した画質設定値に設定して（ステップＳ８
４）、動画を再生する（ステップＳ８５）。
【００６３】
　本実施の形態によれば、動画データ全体の輝度平均値を求め、その輝度平均値が５０％
未満のときは、その輝度平均値に応じて、昇圧回路１２の出力電圧を低い値に設定すると
ともに、画像データの輝度値を上げるように画質を設定するようにしたので、昇圧回路１
２の電源効率をより効果的に改善でき、回路全体を含むバッテリ端での消費電力を削減で
きてバッテリ１１の長時間使用が可能になるとともに、元の動画データに対して見かけ上
の輝度を一定に保つことができる。また、これらの電圧設定および画質設定は、動画デー
タの表示に先立って一回行えば良いので、制御も簡単になる。さらに、第１実施の形態と
同様に、有機ＥＬディスプレイ１３への印加電圧を低下させるように制御することで、有
機ＥＬディスプレイ１３自体の長寿命化も期待できる。
【００６４】
　なお、本発明は、上述した実施の形態にのみ限定されるものではなく、幾多の変更また
は変形が可能である。例えば、第１実施の形態においては、図４に示すフローチャートの
ステップＳ４３およびステップＳ４９の処理を省略することもできる。また、第１実施の
形態による昇圧回路１２の出力電圧制御は、信号処理部１５からの電圧印加タイミング信
号に限らず、垂直同期信号に同期して行うこともできる。さらに、第１実施の形態による
昇圧回路１２の出力電圧制御に、第２実施の形態における画質制御を組み合わせて、順次
のフレームの画像データに対して、輝度平均値に基づく出力電圧制御と輝度値による画質
制御とを同時に行うようにすることもできる。
【００６５】
　また、第１実施の形態においてＲＡＭ１７に格納する設定電圧テーブルのデータや、第
２実施の形態においてＲＡＭ１７に格納する設定電圧および画質設定テーブルのデータは
、ユーザにより任意に設定できるようにすることもできるし、消費電力に関係する要因（
例えば、昇圧回路の入力電圧）に応じた複数のテーブルを格納して、要因に応じたテーブ
ルを選択して使用することもできる。
【００６６】
　さらに、本発明は、携帯電話やＰＤＡ等の携帯端末に限らず、商用電源を整流する直流
電源を用い、その出力電圧を昇圧回路で昇圧して有機ＥＬディスプレイを駆動する場合に
も有効に適用することができる。
 
【図面の簡単な説明】
【００６７】
【図１】第１実施の形態に係る画像表示装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】有機ＥＬディスプレイにおける印加電圧に対する輝度変化特性を示す図である。
【図３】第１実施の形態における輝度平均値に対する設定電圧テーブルを示す図である。
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【図４】図１に示す画像表示装置の動作を示すフローチャートである。
【図５】同じく、動作を示すタイミングチャートである。
【図６】第２実施の形態に係る画像表示装置の概略構成を示すブロック図である。
【図７】第２実施の形態における輝度平均値に対する設定電圧および画質設定テーブルを
示す図である。
【図８】図６に示す画像表示装置の動作を示すフローチャートである。
【図９】ＤＣ－ＤＣコンバータからなる昇圧回路の電源効率特性を示す図である。
【符号の説明】
【００６８】
　１１　バッテリ
　１２　昇圧回路
　１３　有機ＥＬディスプレイ
　１４　ＣＰＵ
　１５　信号処理部
　１６　輝度情報演算手段
　１７　ＲＡＭ
　１８　フレームバッファ
　２１　記憶手段

【図１】 【図２】



(9) JP 5063906 B2 2012.10.31

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(10) JP 5063906 B2 2012.10.31

【図７】 【図８】

【図９】



(11) JP 5063906 B2 2012.10.31

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１１Ａ          　　　　　

(72)発明者  三木　智裕
            神奈川県横浜市都筑区加賀原２丁目１番１号　京セラ株式会社　横浜事業所内

    審査官  山崎　仁之

(56)参考文献  特開２００４－２５２２１６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－２８８２４９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－２２１９４５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－０９１３７８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－１４５２５７（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０９Ｇ　　　３／３０　　　　
              Ｇ０９Ｇ　　　３／２０　　　　



专利名称(译) 有机EL显示器的图像显示方法和图像显示装置

公开(公告)号 JP5063906B2 公开(公告)日 2012-10-31

申请号 JP2006050183 申请日 2006-02-27

[标]申请(专利权)人(译) 京瓷株式会社

申请(专利权)人(译) 京瓷株式会社

当前申请(专利权)人(译) 京瓷株式会社

[标]发明人 三木智裕

发明人 三木 智裕

IPC分类号 G09G3/30 G09G3/20

FI分类号 G09G3/30.H G09G3/20.612.D G09G3/20.612.R G09G3/20.612.L G09G3/20.660.V G09G3/20.611.A 
G09G3/3266

F-TERM分类号 5C080/AA06 5C080/BB05 5C080/DD24 5C080/DD26 5C080/DD29 5C080/JJ02 5C080/JJ04 5C080
/JJ05 5C080/JJ07 5C080/KK07 5C380/AA01 5C380/AA03 5C380/AB34 5C380/AC12 5C380/BA01 
5C380/BA05 5C380/BA47 5C380/BD09 5C380/BD16 5C380/CB18 5C380/CC39 5C380/CE02 5C380
/CE03 5C380/CE19 5C380/CF02 5C380/CF13 5C380/CF62 5C380/DA19 5C380/DA27 5C380/DA35 
5C380/DA41 5C380/DA42 5C380/DA49 5C380/EA01 5C380/FA09 5C380/FA12 5C380/FA24 5C380
/FA25 5C380/HA02 5C380/HA05 5C380/HA10

代理人(译) 杉村健二
藤四郎
克利马清
藤原英治

其他公开文献 JP2007226133A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够有效降低总功耗的自发光发光显示器的图
像显示方法，包括升压电路和图像显示装置。 ŽSOLUTION：通过升压
电路提升直流电源电压并以其输出电压驱动自发光显示器显示图像的图
像显示方法包括预先计算要在自发显示的图像数据的亮度信息的亮度信
息算术处理发光显示和基于亮度信息运算处理的运算结果至少控制升压
电路的输出电压以显示图像数据的显示控制处理。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/1ab41b1b-5803-4fbc-b910-b02144455d41
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038547992/publication/JP5063906B2?q=JP5063906B2

